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仲
間
を
増
や
そ
う
！

　

平
成
29
年
度
の
事
業
も
後
半
に
入
り
ま

し
た
。今
年
は
「
福
島
の
未
来
に
向
け
て
女

性
経
営
者
を
育
て
よ
う
！
」～
仲
間
を
増
や

そ
う
～ 

と
い
う
テ
ー
マ
で
事
業
を
進
め
て

お
り
ま
す
。少
し
事
業
を
振
り
返
り
ま
す

と
、４
月
の
総
会
で
お
聞
き
し
た
銀
座
、豊

島
屋
ビ
ル
木
村
社
長
の
講
演
会
、「
難
病
を

乗
り
越
え
て
」の
中
で
、こ
こ
ろ
に
残
っ
て

い
る
言
葉
が
ご
ざ
い
ま
す
。「
仕
事
が
出
来

て
も
哲
学
が
な
け
れ
ば
ダ
メ
」「
苦
し
み
の

中
で
魂
を
磨
け
る
か
否
か
が
重
要
」「
阿
頼

耶
識
の
考
え
方
」な
ど
。講
演
の
中
で
、木
村

社
長
が
阿
頼
耶
識（
あ
ら
や
し
き
）に
つ
い

て
触
れ
ら
れ
ま
し
た
が
、わ
た
く
し
は
不
勉

強
で
全
然
意
味
が
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
あ
と
調
べ
た
と
こ
ろ
、大
乗
仏
教
に

は
、眼
識
、耳
識
、鼻
識
、舌
識
、身
識
、意
識
、

末
那
識
、阿
頼
耶
識
の
８
つ
の
識
が
あ
り
、

阿
頼
耶
識
は
８
番
目
で
す
。６
番
目
の
意
識

ま
で
が
顕
在
意
識
で
あ
と
の
２
つ
が
潜
在

意
識
に
な
り
ま
す
。８
番
目
の
阿
頼
耶
識
は

記
憶
の
貯
蔵
庫
で
誰
も
が
持
っ
て
い
る
大

金
脈
で
あ
り
、臍
下
丹
田
を
意
識
し
て
願
え

ば
希
望
が
達
成
で
き
る
と
あ
り
ま
す
。説
明

を
端
折
っ
て
ま
す
の
で
、ず
れ
て
い
た
ら
ご

め
ん
な
さ
い
。日
々
の
忙
し
さ
の
中
で
、臍

下
丹
田
を
意
識
し
た
り
、魂
の
声
を
聴
い
た

り
す
る
こ
と
は
中
々
無
い
の
で
、心
を
静
め

そ
の
時
間
を
持
つ
こ
と
も
精
神
の
レ
ベ
ル

◆
Ｆ
Ｊ
Ｐ
の
目
的
◆

①
女
性
経
営
者
と
し
て
の
資
質
向
上

②
次
の
女
性
た
ち
の
た
め
の
風
土
づ
く
り

③
共
同
事
業
の
開
発

④
地
域
・
社
会
へ
の
貢
献

ア
ッ
プ
に
は
必
要
で
す
ね
。

　

女
子
学
生
懸
賞
作
文
も
今
年
で
４
回
目

を
迎
え
ま
す
。毎
年
、前
年
を
超
え
て
の
ご

協
賛
を
賜
り
、こ
の
事
業
が
皆
様
の
温
か
い

ご
支
援
で
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。誠
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。９
月
末
日
で
締
め
切
り
、審
査
の
上
、

11
月
26
日
（
日
）に
表
彰
式
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。今
年
は
ど
の
よ
う
な
素
敵
な
女
子

学
生
さ
ん
と
出
会
い
が
あ
り
、ど
の
よ
う
な

仕
事
の
夢
を
お
聞
き
で
き
る
か
。と
て
も
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。　

　
「
仲
間
を
増
や
そ
う
」の
テ
ー
マ
の
と
お

り
、９
月
か
ら
６
名
の
新
入
会
員
を
お
迎
え

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。大
変
嬉
し
く
感

激
し
て
お
り
ま
す
。会
員
の
皆
様
、ご
紹
介

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。仕
事
と
家
庭
と
お

忙
し
い
会
員
が
福
島
県
内
全
域
か
ら
ご
参

加
頂
く
こ
と
は
、と
て
も
大
変
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。会
員
の
皆
様
が
楽
し
く
、元
気

に
、そ
し
て
学
べ
て
、経
営
資
質
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
な
る
例
会
に
な
る
よ
う
、会
員
の

皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

●
う
で
ま
く
り
と
は

　

古
い
川
柳
に
「
朝
雨
女
の
腕
ま
く
り
」
と
い
う

の
が
あ
る
。
天
気
の
よ
い
朝
に
パ
ラ
パ
ラ
と
急
に
来

る
雨
は
、
女
の
腕
ま
く
り
と
同
じ
で
意
気
込
み
だ

け
、大
し
た
こ
と
は
な
い
…
と
い
う
意
味
。Ｆ
Ｊ
Ｐ
、

女
の
腕
ま
く
り
の
真
価
は
こ
れ
か
ら
！ 

未来に向かって
一緒に

夢を語りませんか
トライ＆チャレンジ精神の
豊かな仲間たちが、あなた
をお待ちしています
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平
成
29
年
４
月
18
日
（
火
）
12
時
よ
り
、

福
島
市
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル
テ
ィ
に
お
い

て
、
第
22
回
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
来
賓
は
福
島
県
中
小
企
業
団
体
中
央

会
副
会
長
兼
専
務
理
事
熊
本
俊
博
様
。

　

議
長
（
上
石
会
長
）
の
円
滑
な
進
行
で
、

第
一
号
議
案
：
平
成
28
年
度
事
業
報
告
書

並
び
に
収
支
決
算
報
告
承
認
の
件
、
第
２

号
議
案
：
新
年
度
事
業
計
画
案
及
び
収
支

予
算
案
承
認
の
件
、
第
３
号
議
案
内
規
改

訂
の
件
ま
で
無
事
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
の
活
動
目
標
は
、「
福
島
の

未
来
に
向
け
て
女
性
経
営
者
を
育
て
よ
う

～
仲
間
を
増
や
そ
う
」。
将
来
の
後
継
者
も

増
え
る
と
嬉
し
い
で
す
ね
。

■
魂
の「
阿
頼
耶
識
」（
あ
ら
や
し
き
）

　

豊
島
屋
ビ
ル
は
、
１
５
９
６
年
誕
生
の

酒
問
屋
で
、
白
酒
が
有
名
で
庶
民
に
親
し

ま
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
創
業
の
地「
神
田
」

で
爾
来
４
０
０
余
年
。
震
災
や
戦
火
も
、

時
代
の
荒
波
を
乗
り
越
え
、
今
日
新
し

い
時
代
の
先
端
で
歴
史
を
刻
み
続
け
て

お
り
ま
す
。
豊
島
屋
ビ
ル
売
却
の
話
も

あ
り
ま
し
た
。
私
は
環
境
配
慮
型
省
エ

ネ
ビ
ル
に
、
屋
上
を
庭
園
に
、
ビ
ン
テ
ー

ジ
ビ
ル
に
改
装
し
、「
幸
せ
に
な
る
た
め

の
貸
し
ビ
ル
」
と
名
付
け
て
再
生
を
図

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
一
生
懸
命
働
い

て
社
会
に
奉
仕
す
る
、
経
営
者
の
意
思

を
決
算
に
表
す
美
し
い
決
算
書
を
目
指

す
。
そ
ん
な
大
事
な
時
期
に
、
重
症
筋

無
力
症
の
難
病
に
侵
さ
れ
ま
し
た
。

　

社
会
復
帰
を
目
標
に
、
回
復
す
る
と

信
じ
て
い
ま
し
た
が
、
実
は
最
近
ま
で

闘
病
生
活
は
続
き
、
今
日
こ
う
し
て
講

演
が
で
き
る
ま
で
に
回
復
で
き
た
の
は

奇
跡
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
退
院
の

日
、「
も
っ
と
歓
喜
せ
よ
」
と
い
う
天
の

声
が
聞
こ
え
、
利
他
で
深
化
す
る
魂
を

も
つ
に
至
り
ま
し
た
。
魂
の
阿
頼
耶
識

で
す
。
ど
ん
な
願
い
で
も
達
成
で
き
る

と
い
う
イ
ン
ド
の
仏
教
典
の
教
え
の
通

り
、
運
命
を
拓
い
て
い
く
。
哲
学
が
な

い
と
経
営
は
ダ
メ
。
こ
れ
か
ら
も
無
償

の
愛
と
謙
虚
さ
を
忘
れ
ず
、
魂
を
磨
い

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。　

　

三
田
監
事
は
Ｆ
Ｊ
Ｐ
を
代
表
す
る
大
先

輩
の
お
一
人
な
の
で
、
大
変
興
味
深
く
お
話

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

福
島
市
で
７
人
兄
弟
の
中
で
育
ち
、
早
稲

田
大
学
を
卒
業
後
、
東
京
赤
坂
の
Ｐ
Ｒ
企

画
会
社
へ
入
社
。
そ
の
９
年
後
に
故
郷
に

戻
り
、（
株
）
企
画
室
・
コ
ア
を
設
立
。
昭

和
59
年
に
は
女
性
の
た
め
の
「
週
刊
郡
山

ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
」
を
発
刊
。
63
年
に
は
第
９

回
読
売
女
性
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
大
賞
カ
ネ
ボ
ウ
ス
ペ
シ
ャ
ル
大
賞
を

受
賞
す
る
な
ど
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
そ
の
間
、
大
変
な
危
機
に
も
遭
遇
し
、
一

人
で
出
来
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
、
信
頼

で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
を
得
た
こ
と
が
大
き

な
力
に
な
っ
た
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ご
自
分

の
性
格
は
、
い
い
加
減
で
お
お
ざ
っ
ぱ
。
そ

の
代
わ
り
、
自
分
の
意
志
を
強
く
持
ち
、
頑

固
！　

と
言
い
切
る
三
田
監
事
で
す
が
、
そ

の
よ
う
な
生
き
方
を
貫
か
れ
て
き
た
中
か

ら
あ
ふ
れ
る
人
間
力
が
周
り
の
人
を
引
き

付
け
て
離
さ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
感
銘

を
受
け
る
講
演
会
で
し
た
。　
　
（
佐
藤
君
榮
）

「
女
性
経
営
者
」を
育
て
よ
う

◆
４
月
18
日(

火)
◆
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル
テ
ィ
（
福
島
市
）

◆
第
22
回
通
常
総
会 

～
仲
間
を
増
や
そ
う
～
を
目
標
に　

―定時総会記念講演会―

老舗企業を継続させるために

難病を乗り越えて

有限会社 豊島屋ビル
代表　木 村 蓉 子 氏

■
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

青
山
学
院
大
学
卒
業
後
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活

動
。
相
馬
雪
香
女
史
と
「
難
民
を
助
け
る
会
」
設

立
。
平
成
15
年
豊
島
屋
ビ
ル
入
社
、
同
19
年
同
社

４
代
目
の
代
表
取
締
役
に
就
任
、
現
在
会
長
。

『
女
性
経
営
者
に
望
む
』

５
月
例
会

講
師　

三
田
公
美
子
（
Ｆ
Ｊ
Ｐ
監
事
）

◆
５
月
８
日(

火)

◆
燦
（
郡
山
市
）
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山
本
節
子
氏
は
、
１
９
８
９
年
の
大
喪
の

礼
、
翌
年
の
即
位
の
礼
、
２
０
０
８
年
の
洞

爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
等
の
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
き
ま
し
た
。
プ
ロ
ト
コ
ー

ル
と
は
「
人
と
人
を
結
ぶ
接
着
剤
、潤
滑
油
」

と
い
う
意
味
を
持
つ
ギ
リ
シ
ア
語
が
語
源

で
、
国
と
国
の
間
の
儀
礼
に
対
す
る
ル
ー
ル

を
指
す
も
の
と
し
て
外
交
官
の
間
で
使
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
現
在
は
も
っ
と
広
く
、
マ

ナ
ー
と
し
て
の
意
味
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。「
国
と
国
の
付
き
合
い
も
含
め
て
、
異

文
化
の
人
々
、
習
慣
の
異
な
る
人
々
、
様
々

な
人
が
混
じ
り
合
う
と
き
に
、
お
互
い
を
思

い
や
る
心
か
ら
発
生
し
て
く
る
心
く
ば
り
と

マ
ナ
ー
」
そ
れ
が
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
マ
ナ
ー
で

す
。

　

数
々
の
国
際
会
議
や
サ
ミ
ッ
ト
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
き
た
山
本
氏
で
す
が
、
時

代
の
流
れ
な
の
か
、
晩
餐
会
や
各
種
社
交

パ
ー
テ
ィ
で
の
服
装
が
国
内
外
共
に
崩
れ
て

き
て
い
る
と
の
懸
念
を
示
し
ま
し
た
。
例
え

ば
女
性
の
ミ
ュ
ー
ル
・
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
や
昼

間
の
男
性
の
タ
キ
シ
ー
ド
（
結
婚
式
は
別
）

な
ど
。
単
に
時
代
だ
か
ら
と
済
ま
さ
れ
な
い

も
の
が
あ
る
と
の
こ
と
。
言
葉
と
同
じ
よ
う

に
、
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
も
時
代
に
よ
っ
て
少
し

ず
つ
変
化
し
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
常
に

新
し
い
こ
と
に
目
を
向
け
、
柔
軟
に
学
び

取
っ
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
ね
。

（3）平成29年９月30日 第17号

山
本　

節
子
氏　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

プ
ロ
ト
コ
ー
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
財
団
法
人
国
際
文

化
研
究
所
講
師
、
Ｈ
Ｒ
Ｓ
ホ
テ
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
サ
ー
ビ

ス
技
能
協
会
国
家
試
験
選
定
委
員
。

１
９
４
８
年
静
岡
県
生
ま
れ
。
阪
急
交
通
社
海
外
旅
行

部
に
勤
務
。
オ
ラ
ン
ダ
外
交
官
と
結
婚
後
、
外
交
官
夫

人
と
し
て
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
の
経
験
を
重
ね
る
。

１
９
９
０
年
ザ
・
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
を
設
立
。
官
庁
や
民

間
企
業
、
国
際
会
議
、
ホ
テ
ル
で
指
導
。

「
天
皇
皇
后
両
陛
下
行
幸
」「
皇
族
御
成
り
時
の
各
自
治

体
及
び
受
入
先
準
備
室
」
担
当
。

「
東
京
サ
ミ
ッ
ト
」「
沖
縄
九
州
サ
ミ
ッ
ト
」「
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
首
脳
会
談
」「
洞
爺
湖
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
」
ほ
か
重
要

会
議
の
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
・
帝
国
ホ
テ
ル
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
な
ど
、
多
く
の
ホ
テ
ル
の
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
ア
ド
バ

イ
サ
ー
を
務
め
る
。

裏磐梯レイクリゾートホテル
（旧裏磐梯猫魔ホテル）2017年7月4日（火）

　

７
月
理
事
会
・
定
例
会
は
裏
磐
梯
の

大
自
然
の
中
で
開
催
。
参
加
者
は
総
勢

24
人
。
施
設
も
温
泉
も
夕
食
（
本
格
フ

レ
ン
チ
）
も
素
晴
ら
し
い
１
泊
２
日
の

豪
華
版
で
し
た
。
Ｏ
Ｂ
の
佐
藤
光
代
さ

ん
、
野
崎
孝
子
さ
ん
、
松
川
佑
子
さ
ん

に
も
参
加
し
て
頂
き
、
実
に
刺
激
的
な

会
合
と
な
り
ま
し
た
。

　

定
例
会
は
、
三
田
監
事
の
采
配
で
参

加
者
全
員
が
近
況
等
を
報
告
。
日
頃
勢

力
的
に
活
動
し
て
い
る
皆
様
の
様
子
が

よ
く
わ
か
り
、
信
頼
感
も
一
層
深
ま
り

ま
し
た
。
翌
日
は
台
風
を
運
よ
く
避
け

て
ゴ
ル
フ
（
名
門
ボ
ナ
リ
高
原
）
も
開

催
。
初
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
、
実
に
冴

え
て
い
た
会
合
で
し
た
。

７月移動例会
ＯＢ会員も３名参加！

６
月 

公
開
講
演
会

女
性
経
営
者
の
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
５
原
則

講
師　

ザ
・
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
代
表　

山 

本 

節 

子 

氏

６
月
13
日
（
火
） 

ユ
ニ
ッ
ク
ス
ビ
ル
８
階
（
福
島
市
）
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■
現
代
人
の
３
種
の
神
器

　

ク
ラ
ウ
ド
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
、
ス

マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
の
３
つ
は
、
現
代
人
の
三

種
の
神
器
で
あ
る
。
日
常
生
活
の
中
で
誰
で

も
手
軽
に
接
し
て
い
る
Ｉ
Ｔ
技
術
を
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
用
す
る
場
面
は

増
々
広
が
っ
て
い
る
。
３
種
は
、
楽
し
い
、

気
楽
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
と
い
っ
た
メ
リ
ッ

ト
が
高
い
反
面
、
リ
ス
ク
も
あ
る
。
メ
リ
ッ

ト
と
リ
ス
ク
を
正
し
く
把
握
し
た
上
で
使
う

覚
悟
が
必
要
だ
。

　

最
近
は
、
大
手
通
信
教
育
会
社
の
情
報
漏

洩
や
製
薬
会
社
の
社
員
が
酒
に
睡
眠
薬
を
い

れ
た
と
こ
ろ
を
投
稿
す
る
な
ど
、
身
近
な
と

こ
ろ
で
事
件
が
発
生
し
て
い
る
。
な
り
す
ま

し
メ
ー
ル
に
よ
る
マ
ル
ウ
エ
ア
（
悪
意
の
あ

る
ソ
フ
ト
）被
害
や
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ユ
ー
ザ
か
ら
経
済
的
価
値

が
あ
る
情
報
、
例
え
ば
、
①
ユ
ー
ザ
名
、
②

パ
ス
ワ
ー
ド
、
③
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報

な
ど
）
も
増
殖
中
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
事
件
か

ら
教
訓
を
得
て
、
危
険
か
ら
身
を
守
る
対
策

を
講
じ
る
こ
と
も
必
要
だ
。

■
リ
テ
ラ
シ
ー
ア
ッ
プ
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

①
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
モ
バ
イ
ル
デ
バ
イ
ス
の
特
性
を

理
解
す
る
。
リ
ス
ク
か
ら
組
織
や
自
分
を

守
る
の
は
自
分
自
身
で
あ
る
。

②
社
内
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ツ
ー
ル
活
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

習
得
す
る
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
一
般
ツ
ー
ル

の
利
用
は
用
途
を
限
る
。
リ
ス
ク
を
「
め

ん
ど
う
く
さ
い
」
で
ご
ま
か
さ
な
い
。

③
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・
情
報
収
集
は
継
続
が
必

須
。
社
内
掲
示
板
等
は
常
に
気
に
し
て
い

る
。
機
種
や
機
能
の
変
更
に
も
注
意
。

開
催
：
２
０
１
７
年
２
月
13
日
（
火
）　

会
場
：
ネ
ー
ブ
ル
シ
テ
ィ
も
と
み
やaube

（
本
宮
市
）

講
師
：
Ｉ
Ｃ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱

代
表
取
締
役　

内　
野　
良　
昭　
氏

㈱
ア
ン
プ
ラ
ン
代
表
取
締
役

長　

尾　

千
代
美

～
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
と
モ
バ
イ
ル
の
活
用
～

　

私
も
今
年
の
誕

生
日
を
迎
え
る
と

65
才
。
口
に
出
せ

な
い
ほ
ど
色
々
な

事
が
た
く
さ
ん
有
り
ま
し
た
。
本
当
に
、

山
あ
り
谷
あ
り
。
人
生
に
は
浮
き
沈
み

が
あ
る
も
の
で
す
ね
。
そ
ん
な
事
が
有
り

ま
し
た
か
ら
、
今
の
自
分
が
あ
り
、
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
人
生
を
生
き
ら
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　

昔
聞
い
た
話
で
大
切
に
し
て
い
る
言
葉

が
あ
り
ま
す
。「
山
よ
り
大
き
な
シ
シ
は

出
な
い
」
―
―
こ
の
世
で
起
き
た
事
は
こ

の
世
で
解
決
出
来
る
。
そ
の
言
葉
を
大
切

に
、
今
日
を
生
き
て
い
ま
す
。

　

最
近
思
う
事
は
「
明
日
が
必
ず
来
る
と

は
限
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
。
朝
、
目
が

覚
め
た
ら
ラ
ッ
キ
ー
。
だ
か
ら
日
々
を
大

切
に
、
人
を
大
切
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
っ
と
人
に
優
し
く
、
自
然

に
優
し
く
生
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

（
Ｆ
Ｊ
Ｐ
広
報
交
流
委
員
会
）

過
去
で
は
な
く
、

　
未
来
を
見
つ
め
て

■
講
演
会
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
―
―
―
―
―

「
美
し
く
し
な
や
か
に
！　

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
」

内
野　

良
昭 

氏　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
や
デ
ー
タ
活
用
な
ど
最
新
の
ツ
ー

ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
導
入
支
援
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、
会
社
紹
介
・
製
品
紹
介
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作

を
通
じ
、
お
客
様
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
の
問
題
解
決
、
教

育
研
修
の
企
画
実
施
を
手
掛
け
る
一
方
、
全
国
各
地
で

講
演
活
動
を
展
開
。
一
般
社
団
法
人
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
支
援

協
会
理
事
長
／
一
般
社
団
法
人
み
ら
い
ウ
ェ
ブ
推
進
協

会
理
事
。

＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜＊〜
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❖ 

総
務
委
員
会

　

８
月
８
日（
火
）に
、織
井
会
員
の
お
店「
ド

リ
ー
ム
」
に
て
、
８
名
の
参
加
者
で
総
務
委

員
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

総
務
と
し
て
の
前
期
活
動
の
報
告
と
振
り

返
り
、
今
後
の
総
務
委
員
会
の
運
営
な
ど
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
、
例
会
の
案
内
に
対
す

る
返
信
の
状
況
な
ど
課
題
へ
の
取
り
組
み
な

ど
、
活
発
な
話
し
合
い
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
夏
の
親
睦
会
と
し
て
、
お
酒
好
き

の
皆
さ
ん
と
遅
く
ま
で
語
り
合
い
ま
し
た
。

菅
野
会
員
の
豊
か
な
人
生
経
験
を
た
く
さ
ん

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
と
っ
て
も
有
意
義
な

夜
に
な
り
ま
し
た
。（

委
員
長
・
菊
池
美
保
子
）

❖ 

事
業
委
員
会

　

去
る
８
月
４
日
（
金
）
午
前
11
時
よ
り
、

本
宮
市
の
ネ
ー
ブ
ル
シ
テ
ィaube(

オ
ー

ブ
）
に
お
い
て
事
業
委
員
会
を
開
催
致
し
ま

し
た
。
理
事
５
名
、
委
員
４
名
、
新
会
員
１

名
の
計
10
名
の
参
加
で
し
た
。

　

今
ま
で
の
委
員
会
活
動
を
振
り
返
り
、
ま

た
今
後
３
月
ま
で
に
開
催
さ
れ
る
定
例
会
及

び
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
関
す
る
行
事
を
踏
ま

え
、
食
事
を
し
な
が
ら
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
の
会
合
で
し
た
。
な
か
な
か
普
段
出
席

の
で
き
な
い
会
員
の
参
加
や
、
ま
た
新
た
な

本
宮
市
の
入
会
予
定
者
も
参
加
し
、
活
性
化

す
る
様
子
を
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

何
よ
り
も
月
１
回
の
定
例
会
に
一
人
で
も
多

く
の
参
加
者
が
増
え
れ
ば
、
も
っ
と
有
意
義

な
会
に
な
る
の
で
は
？ 

と
思
い
な
が
ら
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。（

委
員
長
・
瀬
戸
孝
子
）

❖ 
交
流
・
広
報
委
員
会

　

去
る
８
月
８
日
（
火
）、
白
河
市
「
花
文
」

に
於
い
て
、
11
時
30
分
～
14
時
、
恒
例
夏
の

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
横
山
、
澤
上
、

伊
東
、
長
尾
、
古
川
（
節
）、
古
川
（
文
）、

佐
藤
、
会
田
の
８
名
が
出
席
。
イ
タ
リ
ア
か

ら
一
時
帰
国
し
て
い
た
澤
上
副
委
員
長
の
参

加
は
心
強
く
、
先
般
ご
母
堂
様
を
亡
く
さ
れ

悲
し
み
の
中
参
加
の
佐
藤
会
員
に
は
感
謝
で

す
。

　

ま
ず
、
７
月
移
動
例
会
の
実
施
状
況
を
報

告
し
あ
い
、
新
規
入
会
状
況
確
認
等
情
報
共

有
し
ま
し
た
。
ま
た
、
当
面
の
活
動
目
標
が

９
月
末
日
納
品
予
定
の「
う
で
ま
く
り
17
号
」

の
発
行
。
編
集
構
成
や
担
当
分
担
に
つ
い
て

詳
細
打
合
わ
せ
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
「
花
文
」
は
古
川
文
子
会
員
の
紹

介
で
し
た
が
、
施
設
も
懐
石
料
理
も
実
に
素

晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
静
け
さ
の
中
で
喧
騒

を
忘
れ
た
幸
福
な
時
間
で
し
た
。

（
委
員
長
・
会
田
和
子
）

（5）平成29年９月30日 第17号

　

ふ
く
し
ま
ス
カ
イ
パ
ー
ク

　

室
谷
義
秀
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
会
い
に
山
道
を

走
る
。
目
指
す
は
、
地
上
と
大
空
を
結
ぶ

航
空
公
園
「
ふ
く
し
ま
ス
カ
イ
パ
ー
ク
」。

美
し
い
山
々
に
囲
ま
れ
た
雄
大
な
景
色
と

滑
走
路
の
あ
る
風
景
は
、
四
季
折
々
に
豊

か
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る
。
ス
カ
イ
パ
ー

ク
は
、
福
島
市
農
道
離
着
陸
場
と
し
て
、

航
空
機
の
離
着
陸
や
訓
練
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

会
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
管
理
者
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
く
し
ま
飛
行
協
会
。
こ
こ
で

開
催
さ
れ
る
ス
カ
イ
パ
ー
ク
エ
ア
シ
ョ
ー
も
魅

力
の
一つ
だ
が
、
災
害
時
に
活
躍
す
る
赤
十

字
飛
行
隊
の
拠
点
で
も
あ
り
、
県
警
航
空

隊
や
県
消
防
防
災
航
空
隊
の
地
域
安
全
確

保
の
訓
練
場
所
と
し
て
も
活
用
さ
れ
、
多

く
の
人
が
様
々
に
挑
戦
で
き
る
多
面
的
農

道
空
港
で
あ
る
。

　

我
が
福
島
に

自
慢
が
一
つ
増
え

た
！

割烹「花文」の上品な
日本料理の数々

会員のステキな笑顔が揃いました。
澤上さんのイタリア留学の話にも花が咲きました

ふ
く
し
ま
の
自
慢
⑤
　
横
山
り
つ
子

８
月
例
会
は
、
前
期
活
動
の
振
り
返
り
と

今
後
の
委
員
会
運
営
に
つ
い
て
、
各
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

各
委
員
会
報
告
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私
は
二
本
松
で
生

ま
れ
、
郡
山
で
育

ち
ま
し
た
。
短
期

大
学
へ
進
み
、
明
治

生
命
保
険
相
互
会

社
に
２
年
。
そ
の
後
、
家
業
を
継
ぐ
た
め
に

帰
郷
し
、
28
歳
で
結
婚
し
ま
し
た
。
２
児
を

授
か
り
ま
し
た
が
、
４
年
で
結
婚
生
活
に
ピ

リ
オ
ド
を
。
家
で
英
語
教
室
を
開
き
な
が
ら
、

離
婚
で
家
業
復
帰
が
早
ま
り
、
10
年
程
２

足
の
わ
ら
じ
を
は
き
ま
し
た
。

　

長
女
は
来
年
お
菓
子
の
勉
強
を
終
え
、

家
業
を
継
ぎ
ま
す
。
次
女
は
東
京
に
就
職
。

仕
事
に
、
子
育
て
に
駆
け
抜
け
た
25
年
間
で

し
た
。
自
由
に
仕
事
を
し
、
思
う
が
ま
ま
に

子
育
て
を
し
、
い
つ
も
「
忙
し
さ
を
求
め
て
」

走
り
続
け
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
少
し
速
度
を
緩
め
て
、
ま
だ

ま
だ
沢
山
学
び
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。
２

０
２
０
年
は
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
節
目
の

年
に
な
る
よ
う
目
標
実
現
に
向
け
て
頑
張
り

ま
す
。
諸
先
輩
会
員
の
皆
様
の
ご
指
導
ご

鞭
撻
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

弊
社
は
、
白
河

で
創
業
70
年
の
自

動
車
整
備
板
金
塗

装
の
会
社
を
営
ん
で

お
り
、
主
人
で
４
代

目
と
な
り
ま
す
。
私
は
、
結
婚
前
か
ら
の
仕

事
を
続
け
な
が
ら
少
し
だ
け
主
人
の
会
社
の

手
伝
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

結
婚
前
に
何
度
か
Ｆ
Ｊ
Ｐ
例
会
に
お
邪
魔

し
て
、
県
内
に
は
沢
山
の
女
性
経
営
者
が
活

躍
し
て
い
て
、
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
で
福

島
県
を
活
性
化
す
べ
く
事
業
を
行
い
、
地

域
貢
献
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
、
憧
れ

の
気
持
ち
を
抱
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

上
石
会
長
に
ご
縁
を
繋
い
で
頂
け
た
こ

と
に
感
謝
し
て
、
皆
様
か
ら
経
営
者
と
し
て

の
考
え
方
や
捉
え
方
を
学
び
自
己
研
鑽
し
、

魅
力
あ
る
会
社
に
し
て
行
け
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

弊
社
は
、
い
わ
き

市
で
結
婚
式
場
・
宴

会
等
の
飲
食
業
を
営

ん
で
お
り
ま
す
。
会

田
和
子
様
よ
り
お
誘

い
を
頂
き
、
４
月
よ
り
入
会
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

会
田
様
に
は
そ
の
日
初
め
て
お
会
い
し
た
の

で
す
が
、
大
変
魅
力
的
な
方
で
、「
こ
の
方
に

毎
月
お
会
い
で
き
る
な
ら
入
会
し
て
み
よ
う
」

と
即
決
し
た
次
第
で
す
。

　

会
員
の
方
々
も
皆
さ
ん
前
向
き
で
活
動
的

で
明
る
く
て
元
気
で
、
見
習
う
点
の
多
い
先

輩
方
が
多
く
、
そ
の
都
度
学
び
が
あ
り
、
毎

回
休
ま
ず
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

特
に
７
月
の
裏
磐
梯
レ
イ
ク
リ
ゾ
ー
ト
で
の
移

動
例
会
は
と
て
も
楽
し
く
、
親
睦
も
深
ま
り

思
い
出
に
残
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
カ
ラ

オ
ケ
ル
ー
ム
で
の
は
じ
け
っ
ぷ
り
は
見
事
で
、
女

性
の
パ
ワ
ー
を
見
せ
つ
け
ら
れ
、
大
き
な
刺
激

を
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
先
輩
の
方
々
に
ご
指
導
頂
き
な

が
ら
、
楽
し
く
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

お
月
さ
ま
が
変
化
す
る
様
を
日
別
表
示
し

た
カ
レ
ン
ダ
ー
が
面
白
い
。
母
と
の
対
話
も

弾
み
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
実
際
に
夜
空
を
見

上
げ
た
方
が
癒
さ
れ
る
。
バ
ー
チ
ャ
ル
よ
り
、

や
っ
ぱ
り
リ
ア
リ
テ
ィ
で
す
！

　

Ｆ
Ｊ
Ｐ
会
員
の
行
動
力
の
力
強
さ
に
元
気

を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
後
期
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。　
　
　
　
　
（
会
田
和
子
）

❖ 

２
０
２
０
年
は
節
目
の
年
に
…

❖ 

Ｆ
Ｊ
Ｐ
で
自
己
研
鑽
を
…

❖ 

楽
し
く
活
動
し
て
い
き
た
い

平
栗
洋
子
（
広
報
交
流
委
員
会
）　

　
（
㈱
丹
波
家
柿
羊
羹
本
舗
取
締
役
専
務
）

古
川
文
子
（
交
流･

広
報
委
員
会
）　

　
　

  

（
古
川
車
体
工
業
㈱ 

経
営
サ
ポ
ー
ト
）

佐
藤
君
榮
（
交
流･

広
報
委
員
会
）　

　

  

（
株
式
会
社
う
お
し
ん
代
表
取
締
役
）

新
入
会
員
紹
介

■
後
期
活
動
計
画

　
　

２
０
１
７
年
10
月
～
２
０
１
８
年
３
月

＊
10
月
例
会（
20
日
・
金
）コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま（
福

島
市
）
講
師=

Ｉ
Ｃ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ
・
内
野
良
昭
氏
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
に
強
い
女
性
経
営
者
に
な
る
た
め
に
～
そ

の
１
」

＊
11
月
例
会
（
14
日
・
火
）
ビ
ッ
ク
ア
イ
（
郡
山
市
）

講
師=

Ｉ
Ｃ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・

内
野
良
昭
氏
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
強

い
女
性
経
営
者
に
な
る
た
め
に
～
そ
の
２
」

＊
女
子
学
生
作
文
表
彰
式
・
受
賞
作
品
発
表
会

　
　

11
月
26
日
（
日
）
ホ
テ
ル
辰
巳
屋

＊
12
月
例
会
（
19
日･

火
）
ク
リ
ス
マ
ス
例
会

　
　

ド
リ
ー
ム
（
二
本
松
市
）

＊
１
月
例
会
（
16
日
・
火
）
新
年
会

　
　

峰
亀
（
福
島
市
）

＊
２
月
例
会
（
13
日
・
火
）
ネ
ー
ブ
ル
シ
テ
ィ
も

と
み
やaubu(

本
宮
市)

＊
３
月
ま
と
め
例
会
（
13
日
・
火
）
ウ
エ
デ
ィ
ン

グ
エ
ル
テ
ィ
（
福
島
市
）

編
集
後
記


